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第１章　遺産分割総論
　　　　 （調停前の協議を含む）
　CASE１ 遺産分割手続の全体像
　CASE２ 遺産分割事件の初動における問題
　CASE３ 遺産・遺言の調査
　CASE４ 遺産分割調停事件の進行
　CASE５ 遺産分割審判事件の進行
第２章　相続人の範囲
　CASE６ 相続人の範囲と相続割合
　CASE７ 相続人の資格重複
　CASE８ 相続人の調査
　CASE９ 相続欠格，相続からの廃除
　CASE10 相続放棄
　CASE11 限定承認
　CASE12 相続分の放棄，相続分の譲渡
第３章　遺産の範囲及び付随問題について
　CASE13 遺産の範囲総論
　CASE14 現金・金銭債権・金銭債務の相続
　CASE15 預貯金債権・株式・国債・投資信
　　　　    託の共同相続
　CASE16 生命保険金請求権の相続
　CASE17 使途不明金
　CASE18 遺産から発生した果実
　CASE19 葬儀費用
　CASE20 祭祀承継者の指定
　CASE21 民事信託の承継
第４章　遺産の評価
　CASE22 遺産の評価時点

　CASE23 相続開始後に認知された者の価額支
　　　　　払請求 ─遺産の価額算定の基準時
　　　　　及び基礎価額
　CASE24 遺産の評価額─当事者の合意，合
                    意できなかった場合の評価方法
　CASE25 個々の遺産の評価方法① 
                    ─不動産その１
　CASE26 個々の遺産の評価方法②
                    ─不動産その２
　CASE27 個々の遺産の評価方法③
                    ─預貯金・債権・有体動産
　CASE28 個々の遺産の評価方法④
                    ─株式・ゴルフ会員権
第５章　遺産分割の方法
　CASE29 遺産分割方法の種類・順位
　CASE30 遺産共有持分と他の共有持分の併存
　CASE31 遺産となる不動産の占有
　CASE32 配偶者居住権・配偶者短期居住権
　CASE33 遺産確認の訴え　
第６章　特別受益及び寄与分
　CASE34 特別受益総論
　CASE35 特別受益の範囲（特別受益該当性）
　CASE36 特別受益者の範囲
　CASE37 特別受益の価額と評価
　CASE38 特別受益と持戻し免除の意思表示
　CASE39 寄与分総論
　CASE40 寄与分の成立要件と寄与行為の類型
　CASE41 寄与分の種類
　CASE42 特別寄与料

第７章　遺産分割に関連する諸問題
　CASE43 遺産分割と解除
　CASE44 遺産分割と詐害行為取消権
　CASE45 共同相続と登記，相続放棄と登記
　CASE46 遺産分割と登記，遺贈と登記
　CASE47 預貯金の払戻制度と仮分割制度
　CASE48 相続財産清算人
　CASE49 相続回復請求権
第８章　遺言及び遺留分
　CASE50 遺言
　CASE51 自筆証書遺言
　CASE52 遺贈
　CASE53 遺言の解釈
　CASE54 遺言の効力
　CASE55 遺言者死亡後の遺言の取扱い
　CASE56 遺留分
　CASE57 遺留分の請求等
　CASE58 遺留分侵害額負担の対象と順序
第９章　相続税に関する諸問題
　CASE59 相続税総論
　CASE60 相続税額
　CASE61 遺言が存在する際の相続税
　CASE62 遺産分割と相続税
　CASE63 相続放棄がなされた場合の相続税務
　CASE64 遺産の評価にまつわる諸問題
第 10章　関連書式
　実務において使われる書式を掲載し
　作成時に留意すべき一言ポイントを付与！

●  民法から相続税法まで、相続事件の実務論点を網羅した一冊。
●  実務に役立つ書式をワンポイント解説付きで収録。

ここから始める相続事件
　　遺産分割・遺言・
　　遺留分・相続税

Ｑ＆Ａでコンパクトに解説した６４ケースで、実務のイメージをつかむ！

具体的な設例を設定した
　「ケース」

ケース中の問題を抽出した
　「設問」と
それに対する端的な
　「回答」

ケースにおける
「主な論点」

論点に対する
詳細な「解説」


